
(57)【要約】

【課題】　枠組足場の最上段に設ける先行手摺に関し、

伸縮幅を大きくして足場間隔の異なるものに対応するこ

とができる、枠組足場のスライド式先行手摺を提供する

。

【解決手段】　上水平材12と中間水平材15はその中間部

で二分割され、二分割された上水平材12の一方を太上水

平材13とし、もう一方を細上水平材14とし、細上水平材

14は太上水平材13にスライド自在にはまり込み、二分割

された中間水平材15の一方を太中間水平材16とし、もう

一方を細中間水平材17とし、細中間水平材17は太中間水

平材16にスライド自在にはまり込む。

【選択図】　　　　【図１１】
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 左 右 一 対 の 垂 直 材 と 、 垂 直 材 の 上 端 を つ な ぐ 上 水 平 材 と 、 垂 直 材 の 中 間 部 を つ な ぐ 中 間
水 平 材 と で 手 摺 枠 を 構 成 し 、 上 水 平 材 と 中 間 水 平 材 は そ の 中 間 部 で 二 分 割 さ れ 、 二 分 割 さ
れ た 上 水 平 材 の 一 方 を 太 上 水 平 材 と し 、 も う 一 方 を 細 上 水 平 材 と し 、 細 上 水 平 材 は 太 上 水
平 材 に ス ラ イ ド 自 在 に は ま り 込 み 、 二 分 割 さ れ た 中 間 水 平 材 の 一 方 を 太 中 間 水 平 材 と し 、
も う 一 方 を 細 中 間 水 平 材 と し 、 細 中 間 水 平 材 は 太 中 間 水 平 材 に ス ラ イ ド 自 在 に は ま り 込 み
、 太 中 間 水 平 材 の 細 中 間 水 平 材 側 の 下 方 に ロ ッ ク ボ ル ト を 設 け 、 ロ ッ ク ボ ル ト は 布 板 の 上
方 に 位 置 し 、 ロ ッ ク ボ ル ト を 締 め 付 け る こ と に よ り 細 中 間 水 平 材 と 太 中 間 水 平 材 の ス ラ イ
ド は 固 定 さ れ る 枠 組 足 場 の ス ラ イ ド 式 先 行 手 摺 。
【 請 求 項 ２ 】
　 垂 直 材 の 下 端 か ら 一 対 の 下 側 の 押 さ え 金 物 を 設 け 、 垂 直 材 の 下 端 よ り 所 定 距 離 上 方 か ら
一 方 の 垂 直 材 に フ ッ ク 金 物 を も う 一 方 の 垂 直 材 に 上 側 の 押 さ え 金 物 を 設 け 、 フ ッ ク 金 物 に
は 枠 組 足 場 建 枠 の 建 地 パ イ プ の 外 側 に は ま る Ｃ の 字 状 の フ ッ ク 切 欠 き を 設 け 、 押 さ え 金 物
に は 枠 組 足 場 建 枠 の 建 地 パ イ プ の 外 側 に は ま る Ｕ の 字 状 の 押 さ え 切 欠 き を 設 け 、 押 さ え 切
欠 き の 開 口 部 は 各 々 外 側 に 向 け 、 フ ッ ク 金 物 と 上 側 の 押 さ え 金 物 は 枠 組 足 場 の 建 枠 頂 部 の
横 桟 パ イ プ よ り 上 方 に 位 置 さ せ る 請 求 項 １ 記 載 の 枠 組 足 場 の ス ラ イ ド 式 先 行 手 摺 。
【 請 求 項 ３ 】
　 フ ッ ク 金 物 に お け る フ ッ ク 切 欠 き の 開 口 部 を 枠 組 足 場 の 外 方 に 向 け た 請 求 項 ２ 記 載 の 枠
組 足 場 の ス ラ イ ド 式 先 行 手 摺 。
【 請 求 項 ４ 】
　 垂 直 材 の 下 端 か ら 一 対 の 下 側 の 押 さ え 金 物 を 設 け 、 垂 直 材 の 下 端 よ り 所 定 距 離 上 方 か ら
一 対 の 上 側 の 押 さ え 金 物 を 設 け 、 押 さ え 金 物 に は 枠 組 足 場 建 枠 の 建 地 パ イ プ の 外 側 に は ま
る Ｕ の 字 状 の 押 さ え 切 欠 き を 設 け 、 押 さ え 切 欠 き の 開 口 部 は 各 々 外 側 に 向 け 、 上 側 の 押 さ
え 金 物 は 枠 組 足 場 の 建 枠 頂 部 の 横 桟 パ イ プ よ り 上 方 に 位 置 さ せ 、 押 さ え 金 物 の 押 さ え 切 欠
き を 垂 直 材 よ り 内 方 に 位 置 さ せ た 請 求 項 １ 記 載 の 枠 組 足 場 の ス ラ イ ド 式 先 行 手 摺 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 建 設 現 場 な ど で 使 用 さ れ る 枠 組 足 場 を 組 立 ・ 分 解 す る と き に 、 作 業 者 の 転 落
事 故 防 止 の た め 、 枠 組 足 場 の 最 上 段 に 設 け る 先 行 手 摺 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 建 設 現 場 な ど で 使 用 さ れ る 枠 組 足 場 は 、 門 形 を し た ２ 本 の 建 枠 を Ｘ の 字 状 の ブ レ ー ス で
連 結 し 、 建 枠 頂 部 の 横 桟 パ イ プ の 間 に 布 板 を 載 置 し た も の を ユ ニ ッ ト と し 、 こ の ユ ニ ッ ト
を 建 設 現 場 の 幅 と 高 さ に 応 じ て 左 右 ・ 上 下 に 連 結 し て 枠 組 足 場 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し た が っ て 、 最 上 段 以 外 の 布 板 に 立 っ て 作 業 す る と き は 建 枠 を 連 結 し て い る ブ レ ー ス が
安 全 柵 の 役 目 を 果 た す が 、 最 上 段 の 布 板 に 立 っ て 作 業 す る と き の 転 落 事 故 防 止 の た め 、 先
行 手 摺 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 手 摺 と し て 、 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ９ ５ ７ ９ ０ 号 公 報 に は 、 左 右 一 対 の 垂 直 材
と 、 垂 直 材 の 上 端 を つ な ぐ 水 平 材 と 、 水 平 材 の 下 方 に 位 置 し 左 右 の 垂 直 材 を つ な ぐ 下 部 支
持 枠 と で 手 摺 枠 を 構 成 し 、 手 摺 枠 の 左 右 下 端 部 に 一 対 の ク ラ ン プ を 設 け 、 一 対 の ク ラ ン プ
で 枠 組 足 場 の 建 枠 の 建 地 パ イ プ に 取 り 付 け る 先 行 手 摺 に お い て 、 手 摺 枠 の 左 右 の 一 方 の み
に ク ラ ン プ の 上 方 に 位 置 す る 掛 止 金 物 を 設 け 、 掛 止 金 物 を 枠 組 足 場 の 建 枠 頂 部 の 横 桟 パ イ
プ に 掛 止 し 、 掛 止 金 物 の 無 い 側 の ク ラ ン プ か ら 建 地 パ イ プ に 取 り 付 け る も の を 、 本 発 明 者
が 提 案 し た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 手 摺 は 、 全 て の 枠 組 足 場 ユ ニ ッ ト に 取 り 付 け る の で は な く 、 ブ レ ー ス の 設 置 さ れ て
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い な い 最 上 段 に の み 取 り 付 け る も の で あ る 。 手 摺 り を 上 段 に 盛 り 替 え る （ 付 け 替 え る ） に
は 、 掛 止 金 物 を 枠 組 足 場 の 建 枠 頂 部 の 横 桟 パ イ プ に 掛 止 し 、 掛 止 金 物 の 無 い 側 の ク ラ ン プ
か ら 建 地 パ イ プ に 取 り 付 け る も の で あ り 、 不 要 に 先 行 手 摺 を 高 く 手 で 持 ち 上 げ る 必 要 が 無
く 、 一 人 の 作 業 者 が ク ラ ン プ を 手 で 持 ち 上 げ 固 定 で き る か ら 、 人 手 を 多 く 必 要 と し な い も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ０ ６ ３ ３ ６ 号 公 報 に は 、 足 場 用 建 枠 の 対 向 す る 両 縦 材 間 に 配 置
さ れ る 手 摺 本 体 と 、 手 摺 本 体 の 両 側 端 部 に 取 り 付 け ら れ 、 足 場 用 建 枠 の 横 材 に 対 し 係 脱 自
在 な 係 止 フ ッ ク と 、 手 摺 本 体 の 両 側 端 部 に 設 け ら れ 、 手 摺 本 体 を 足 場 用 建 枠 の 縦 材 に 沿 っ
て 案 内 す る ガ イ ド 手 段 と に よ る も の が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の ガ イ ド 手 段 は 、 手 摺 本 体 の 側 端 部 の 上 下 複 数 箇 所 に ブ ラ ケ ッ ト を 突 設 し 、 各 ブ ラ ケ
ッ ト に 、 足 場 用 建 枠 の 縦 材 を 内 外 両 側 か ら 挟 持 す る よ う な 内 外 一 対 の ガ イ ド 板 を 取 り 付 け
て い る 。 ま た 、 手 摺 本 体 は 幅 方 向 に 伸 縮 自 在 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 手 摺 は 、 手 摺 本 体 を 足 場 用 建 枠 の 建 地 パ イ プ に 沿 っ て 案 内 す る ガ イ ド 手 段 に よ り 上
下 さ せ 、 手 摺 を 取 り 外 す こ と な く 上 段 に 盛 り 替 え る も の で あ る 。 そ し て 、 手 摺 本 体 を 幅 方
向 に 伸 縮 す る の は 、 手 摺 本 体 を 足 場 用 建 枠 の 建 地 パ イ プ に 挿 入 す る 最 初 と 、 取 り 外 す 最 後
だ け で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 特 許 第 ２ ９ ５ １ ２ ７ ４ 号 公 報 に は 、 足 場 板 の 片 側 ま た は 両 側 に 設 け ら れ 、 対 向 す
る ２ つ の 建 枠 の 水 平 杆 に 架 け 渡 さ れ る 手 摺 り 枠 に お い て 、 建 枠 間 に 両 端 に 設 け た つ か み 金
具 に よ っ て 掛 け 渡 さ れ る 下 杆 と 、 下 杆 の 少 な く と も 一 端 側 の 長 さ を 微 調 整 す る た め に 下 杆
と 摺 動 自 在 に 設 け ら れ る つ か み 金 具 と に よ る コ ー ナ ー 手 摺 り 枠 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の コ ー ナ ー 手 摺 り 枠 は 、 枠 組 足 場 の 足 場 板 等 の 部 材 の 長 さ や 幅 の 寸 法 が 異 な っ て い て
も 、 簡 単 に そ の ス ケ ー ル に 対 応 で き る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ９ ５ ７ ９ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ０ ６ ３ ３ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 許 第 ２ ９ ５ １ ２ ７ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ９ ５ ７ ９ ０ 号 公 報 に 示 さ れ る 従 来 技 術 に お い て は 、 手 摺 り を
上 段 に 盛 り 替 え る に は 、 １ 段 目 と ２ 段 目 と に 二 名 の 作 業 者 を 必 要 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ０ ６ ３ ３ ６ 号 公 報 に 示 さ れ る 従 来 技 術 に お い て は 、 手 摺 本 体 を
幅 方 向 に 伸 縮 す る の は 、 手 摺 本 体 を 足 場 用 建 枠 の 建 地 パ イ プ に 挿 入 す る た め で あ り 、 足 場
間 隔 の 異 な る も の に 対 応 す る こ と は で き な い 。 ま た 、 構 造 が 複 雑 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 特 許 第 ２ ９ ５ １ ２ ７ ４ 号 公 報 に 示 さ れ る 従 来 技 術 に お い て は 、 足 場 間 隔 の 異 な る
も の に 対 応 す る こ と は で き る が 、 先 行 手 摺 と し て 上 段 に 盛 り 替 え る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ こ で 本 発 明 で は 、 伸 縮 幅 を 大 き く し て 足 場 間 隔 の 異 な る も の に 対 応 す る こ と が で き 、
一 人 作 業 で 上 段 に 盛 り 替 え る こ と が で き 、 構 造 が 簡 単 で 軽 量 化 が で き 、 取 り 付 け 取 り 外 し
時 に 不 要 に 手 摺 が 落 下 す る こ と な く 、 妻 側 に も 取 り 付 け る こ と が で き る 、 枠 組 足 場 の ス ラ
イ ド 式 先 行 手 摺 を 提 供 す る 事 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ る 枠 組 足 場 の ス ラ イ ド 式 先 行 手 摺 は 、 左 右 一 対 の 垂 直 材 11， 41と 、
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垂 直 材 11， 41の 上 端 を つ な ぐ 上 水 平 材 12， 42と 、 垂 直 材 11， 41の 中 間 部 を つ な ぐ 中 間 水 平
材 15， 45と で 手 摺 枠 10， 40を 構 成 し 、 上 水 平 材 12， 42と 中 間 水 平 材 15， 45は そ の 中 間 部 で
二 分 割 さ れ 、 二 分 割 さ れ た 上 水 平 材 12， 42の 一 方 を 太 上 水 平 材 13， 43と し 、 も う 一 方 を 細
上 水 平 材 14， 44と し 、 細 上 水 平 材 14， 44は 太 上 水 平 材 13， 43に ス ラ イ ド 自 在 に は ま り 込 み
、 二 分 割 さ れ た 中 間 水 平 材 15， 45の 一 方 を 太 中 間 水 平 材 16， 46と し 、 も う 一 方 を 細 中 間 水
平 材 17， 47と し 、 細 中 間 水 平 材 17， 47は 太 中 間 水 平 材 16， 46に ス ラ イ ド 自 在 に は ま り 込 み
、 太 中 間 水 平 材 16， 46の 細 中 間 水 平 材 17， 47側 の 下 方 に ロ ッ ク ボ ル ト 19， 49を 設 け 、 ロ ッ
ク ボ ル ト 19， 49は 布 板 ３ の 上 方 に 位 置 し 、 ロ ッ ク ボ ル ト 19， 49を 締 め 付 け る こ と に よ り 細
中 間 水 平 材 17， 47と 太 中 間 水 平 材 16， 46の ス ラ イ ド は 固 定 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ る 枠 組 足 場 の ス ラ イ ド 式 先 行 手 摺 は 、 垂 直 材 11の 下 端 か ら 一 対 の 下
側 の 押 さ え 金 物 24を 設 け 、 垂 直 材 11の 下 端 よ り 所 定 距 離 上 方 か ら 一 方 の 垂 直 材 11に フ ッ ク
金 物 21を も う 一 方 の 垂 直 材 11に 上 側 の 押 さ え 金 物 25を 設 け 、 フ ッ ク 金 物 21に は 枠 組 足 場 １
建 枠 ２ の 建 地 パ イ プ 2aの 外 側 に は ま る Ｃ の 字 状 の フ ッ ク 切 欠 き 22を 設 け 、 押 さ え 金 物 24，
25に は 枠 組 足 場 １ 建 枠 ２ の 建 地 パ イ プ 2aの 外 側 に は ま る Ｕ の 字 状 の 押 さ え 切 欠 き 26を 設 け
、 押 さ え 切 欠 き 26の 開 口 部 は 各 々 外 側 に 向 け 、 フ ッ ク 金 物 21と 上 側 の 押 さ え 金 物 25は 枠 組
足 場 １ の 建 枠 ２ 頂 部 の 横 桟 パ イ プ 2bよ り 上 方 に 位 置 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に よ る 枠 組 足 場 の ス ラ イ ド 式 先 行 手 摺 は 、 フ ッ ク 金 物 21に お け る フ ッ ク
切 欠 き 22の 開 口 部 23を 枠 組 足 場 １ の 外 方 に 向 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 に よ る 枠 組 足 場 の ス ラ イ ド 式 先 行 手 摺 は 、 垂 直 材 41の 下 端 か ら 一 対 の 下
側 の 押 さ え 金 物 51を 設 け 、 垂 直 材 41の 下 端 よ り 所 定 距 離 上 方 か ら 一 対 の 上 側 の 押 さ え 金 物
52を 設 け 、 押 さ え 金 物 51， 52に は 枠 組 足 場 １ 建 枠 ２ の 建 地 パ イ プ 2aの 外 側 に は ま る Ｕ の 字
状 の 押 さ え 切 欠 き 53を 設 け 、 押 さ え 切 欠 き 53の 開 口 部 は 各 々 外 側 に 向 け 、 上 側 の 押 さ え 金
物 52は 枠 組 足 場 １ の 建 枠 ２ 頂 部 の 横 桟 パ イ プ 2bよ り 上 方 に 位 置 さ せ 、 押 さ え 金 物 51， 52の
押 さ え 切 欠 き 53を 垂 直 材 41よ り 内 方 に 位 置 さ せ た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 上 水 平 材 12， 42と 中 間 水 平 材 15， 45は そ の 中 間 部 で 二 分 割 さ
れ 、 二 分 割 さ れ た 上 水 平 材 12， 42の 一 方 を 太 上 水 平 材 13， 43と し 、 も う 一 方 を 細 上 水 平 材
14， 44と し 、 細 上 水 平 材 14， 44は 太 上 水 平 材 13， 43に ス ラ イ ド 自 在 に は ま り 込 み 、 二 分 割
さ れ た 中 間 水 平 材 15， 45の 一 方 を 太 中 間 水 平 材 16， 46と し 、 も う 一 方 を 細 中 間 水 平 材 17，
47と し 、 細 中 間 水 平 材 17， 47は 太 中 間 水 平 材 16， 46に ス ラ イ ド 自 在 に は ま り 込 む た め 、 細
上 水 平 材 14， 44は 太 上 水 平 材 13， 43に ほ ぼ 完 全 に は ま り 込 み 、 細 中 間 水 平 材 17， 47は 太 中
間 水 平 材 16， 46に ほ ぼ 完 全 に は ま り 込 み 、 伸 縮 幅 が 大 き い か ら 、 足 場 間 隔 の 異 な る も の に
も 対 応 で き る 。 ま た 、 縮 め て 持 ち 運 び で き る の で 、 取 り 扱 い が 容 易 と な り 、 収 納 場 所 が 少
な く 運 搬 費 も 安 く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 太 中 間 水 平 材 16， 46の 細 中 間 水 平 材 17， 47側 の 下 方 に ロ ッ ク ボ ル ト 19， 49を 設 け
、 ロ ッ ク ボ ル ト 19， 49を 締 め 付 け る こ と に よ り 細 中 間 水 平 材 17， 47と 太 中 間 水 平 材 16， 46
の ス ラ イ ド は 固 定 さ れ る た め 、 片 手 で 一 方 の 垂 直 材 11， 41を 持 ち 、 も う 一 方 の 手 で ロ ッ ク
ボ ル ト 19， 49を 締 め 付 け る こ と が で き る か ら 、 一 人 で 手 摺 枠 10， 40を 枠 組 足 場 １ に 取 り 付
け る こ と が で き る 。 ま た 、 ロ ッ ク ボ ル ト 19， 49は 布 板 ３ の 上 方 に 位 置 す る た め 、 手 摺 枠 10
， 40が 取 り 付 け ら れ て い る 段 か ら ロ ッ ク ボ ル ト 19， 49を 緩 め る こ と が で き る か ら 、 一 人 で
手 摺 枠 10， 40を 枠 組 足 場 １ か ら 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 垂 直 材 11の 下 端 よ り 所 定 距 離 上 方 か ら 一 方 の 垂 直 材 11に フ ッ
ク 金 物 21を も う 一 方 の 垂 直 材 11に 上 側 の 押 さ え 金 物 25を 設 け 、 フ ッ ク 金 物 21に は 枠 組 足 場
１ 建 枠 ２ の 建 地 パ イ プ 2aの 外 側 に は ま る Ｃ の 字 状 の フ ッ ク 切 欠 き 22を 設 け 、 フ ッ ク 金 物 21

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-299300 A 2005.10.27



と 上 側 の 押 さ え 金 物 25は 枠 組 足 場 １ の 建 枠 ２ 頂 部 の 横 桟 パ イ プ 2bよ り 上 方 に 位 置 さ せ る た
め 、 ま ず フ ッ ク 金 物 21を 横 桟 パ イ プ 2bよ り 上 方 の 建 地 パ イ プ 2aに 掛 け て か ら 手 摺 枠 10を ス
ラ イ ド さ せ る こ と が で き る か ら 、 安 全 に 一 人 で 手 摺 枠 10を 枠 組 足 場 １ に 取 り 付 け る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 垂 直 材 11の 下 端 か ら 一 対 の 下 側 の 押 さ え 金 物 24を 設 け 、 垂 直 材 11の 下 端 よ り 所 定
距 離 上 方 か ら 一 方 の 垂 直 材 11に フ ッ ク 金 物 21を も う 一 方 の 垂 直 材 11に 上 側 の 押 さ え 金 物 25
を 設 け 、 フ ッ ク 金 物 21に は 枠 組 足 場 １ 建 枠 ２ の 建 地 パ イ プ 2aの 外 側 に は ま る Ｃ の 字 状 の フ
ッ ク 切 欠 き 22を 設 け 、 押 さ え 金 物 24， 25に は 枠 組 足 場 １ 建 枠 ２ の 建 地 パ イ プ 2aの 外 側 に は
ま る Ｕ の 字 状 の 押 さ え 切 欠 き 26を 設 け 、 押 さ え 切 欠 き 26の 開 口 部 は 各 々 外 側 に 向 け 、 フ ッ
ク 金 物 21と 上 側 の 押 さ え 金 物 25は 枠 組 足 場 １ の 建 枠 ２ 頂 部 の 横 桟 パ イ プ 2bよ り 上 方 に 位 置
さ せ る た め 、 手 摺 枠 10を ス ラ イ ド さ せ て ロ ッ ク ボ ル ト 19で 固 定 す る こ と に よ り 、 フ ッ ク 金
物 21と 押 さ え 金 物 24， 25で 建 地 パ イ プ 2aに 固 定 さ れ 、 手 摺 枠 10が 枠 組 足 場 １ に 確 実 に 取 り
付 け ら れ 、 構 造 が 簡 単 で 軽 量 化 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 フ ッ ク 金 物 21に お け る フ ッ ク 切 欠 き 22の 開 口 部 23を 枠 組 足 場
１ の 外 方 に 向 け た か ら 、 手 摺 枠 10を 取 り 付 け る と き や 取 り 外 す と き に 、 不 用 意 に 落 下 さ せ
る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 押 さ え 金 物 51， 52に は 枠 組 足 場 １ 建 枠 ２ の 建 地 パ イ プ 2aの 外
側 に は ま る Ｕ の 字 状 の 押 さ え 切 欠 き 53を 設 け 、 押 さ え 金 物 51， 52の 押 さ え 切 欠 き 53を 垂 直
材 41よ り 内 方 に 位 置 さ せ た た め 、 垂 直 材 41が 建 地 パ イ プ 2aの 外 方 に 位 置 す る か ら 、 手 摺 枠
40を 枠 組 足 場 １ の 妻 側 に も 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 垂 直 材 41の 下 端 か ら 一 対 の 下 側 の 押 さ え 金 物 51を 設 け 、 垂 直 材 41の 下 端 よ り 所 定
距 離 上 方 か ら 一 対 の 上 側 の 押 さ え 金 物 52を 設 け 、 押 さ え 金 物 51， 52に は 枠 組 足 場 １ 建 枠 ２
の 建 地 パ イ プ 2aの 外 側 に は ま る Ｕ の 字 状 の 押 さ え 切 欠 き 53を 設 け 、 押 さ え 切 欠 き 53の 開 口
部 は 各 々 外 側 に 向 け 、 上 側 の 押 さ え 金 物 52は 枠 組 足 場 １ の 建 枠 ２ 頂 部 の 横 桟 パ イ プ 2bよ り
上 方 に 位 置 さ せ る た め 、 手 摺 枠 40を ス ラ イ ド さ せ て ロ ッ ク ボ ル ト 49で 固 定 す る こ と に よ り
、 押 さ え 金 物 51， 52で 建 地 パ イ プ 2aに 固 定 さ れ 、 手 摺 枠 40が 枠 組 足 場 １ に 確 実 に 取 り 付 け
ら れ 、 構 造 が 簡 単 で 軽 量 化 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 伸 縮 幅 を 大 き く し て 足 場 間 隔 の 異 な る も の に 対 応 す る こ と が で き る と い う 目 的 を 、 上 水
平 材 12， 42と 中 間 水 平 材 15， 45は そ の 中 間 部 で 二 分 割 さ れ 、 二 分 割 さ れ た 上 水 平 材 12， 42
の 一 方 を 太 上 水 平 材 13， 43と し 、 も う 一 方 を 細 上 水 平 材 14， 44と し 、 細 上 水 平 材 14， 44は
太 上 水 平 材 13， 43に ス ラ イ ド 自 在 に は ま り 込 み 、 二 分 割 さ れ た 中 間 水 平 材 15， 45の 一 方 を
太 中 間 水 平 材 16， 46と し 、 も う 一 方 を 細 中 間 水 平 材 17， 47と し 、 細 中 間 水 平 材 17， 47は 太
中 間 水 平 材 16， 46に ス ラ イ ド 自 在 に は ま り 込 む こ と に よ り 実 現 し た 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ に 示 す の は 枠 組 足 場 １ に 取 り 付 け た 先 行 手 摺 10で あ り 、 枠 組 足 場 １ は 複 数 の 門 形 を
し た 建 枠 ２ が 平 行 に 立 設 さ れ 、 そ の 建 枠 ２ を ブ レ ー ス ４ で 連 結 し 、 そ の 建 枠 ２ の 頂 部 の 間
に 布 板 ３ を 載 置 し て 作 業 者 の 足 場 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 建 枠 ２ に は 、 垂 直 方 向 に 平 行 な 一 対 の 建 地 パ イ プ 2aと 、 建 地 パ イ プ 2aの 頂 部 の 間 を つ な
ぐ 水 平 方 向 の 横 桟 パ イ プ 2bを 設 け る 。 建 枠 ２ の 一 対 の 建 地 パ イ プ 2aの 間 隔 は １ ２ １ ９ mmの
物 を 示 し て い る が 、 他 に ９ １ ４ mmの も の や ６ １ ０ mmの も の な ど が 有 る 。 こ の 建 地 パ イ プ 2a
の 間 隔 が 、 枠 組 足 場 １ の 妻 側 の 間 隔 と な る 。 建 枠 ２ の 桁 側 に 配 置 す る 間 隔 は １ ８ ２ ９ mmの
標 準 状 態 と し た も の を 示 し て い る が 、 ブ レ ー ス の 違 い に よ り 、 他 に １ ５ ２ ４ mmの も の や １
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２ １ ９ mmの も の な ど が 有 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 実 施 例 １ の 先 行 手 摺 と し て の 手 摺 枠 10に は 、 左 右 一 対 の 垂 直 材 11と 、 垂 直 材 11の 上 端 を
つ な ぐ 上 水 平 材 12と 、 垂 直 材 11の 中 間 部 を つ な ぐ 中 間 水 平 材 15と を 設 け る 。 実 施 例 で は 、
垂 直 材 11の 長 さ を 約 １ ４ ０ cm、 標 準 状 態 の 建 枠 ２ の 間 隔 に 取 り 付 け た 標 準 状 態 の 左 右 一 対
の 垂 直 材 11の 間 隔 を １ ， ５ ６ ０ mmと し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 垂 直 材 11は 、 そ の 側 面 視 で 中 間 部 と そ の 下 半 分 の 中 間 部 の 二 箇 所 で へ の 字 状 に 互 い に 反
対 方 向 に 曲 げ ら れ 、 下 部 が 建 地 パ イ プ 2aに 取 り 付 け ら れ た 垂 直 材 11の 上 部 が ブ レ ー ス ４ と
干 渉 し な い 内 側 と な る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 水 平 材 12は そ の 中 間 部 で 二 分 割 さ れ 、 二 分 割 さ れ た 上 水 平 材 12の 一 方 を 太 上 水 平 材 13
と し 、 も う 一 方 を 細 上 水 平 材 14と す る 。 以 下 便 宜 上 、 太 上 水 平 材 13側 を 左 、 細 上 水 平 材 14
側 を 右 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 左 側 の 垂 直 材 11と 太 上 水 平 材 13は 、 丸 管 を ９ ０ 度 内 側 に 曲 げ て 一 体 に 構 成 さ れ る 。 実 施
例 で は 、 垂 直 材 11と 太 上 水 平 材 13は 、 外 径 が ３ ５ mm、 肉 厚 が １ ． ５ mmの 丸 鋼 管 と し 、 左 側
の 垂 直 材 11の 中 心 か ら 太 上 水 平 材 13の 先 端 ま で の 長 さ を ９ ３ ０ mmと し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 右 側 の 垂 直 材 11の 上 部 を ９ ０ 度 内 側 に 曲 げ 、 そ の 先 に 細 上 水 平 材 14を 溶 着 す る 。 細 上 水
平 材 14の 外 径 は 太 上 水 平 材 13の 内 径 よ り 小 さ く し 、 細 上 水 平 材 14は 太 上 水 平 材 13に ス ラ イ
ド 自 在 に は ま り 込 む 。 実 施 例 で は 、 細 上 水 平 材 14は 外 径 が ３ ０ mm、 肉 厚 が １ ． ５ mmの 丸 鋼
管 と し 、 右 側 の 垂 直 材 11の 中 心 か ら 細 上 水 平 材 14の 先 端 ま で の 長 さ を ９ ３ ０ mmと し た 。 つ
ま り 、 標 準 状 態 で は 細 上 水 平 材 14は 太 上 水 平 材 13に ３ ０ ０ mmは ま り 込 む 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 中 間 水 平 材 15は そ の 中 間 部 で 二 分 割 さ れ 、 二 分 割 さ れ た 中 間 水 平 材 15の 一 方 を 太 中 間 水
平 材 16と し 、 も う 一 方 を 細 中 間 水 平 材 17と す る 。 同 じ く 、 太 中 間 水 平 材 16側 を 左 、 細 中 間
水 平 材 17側 を 右 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 左 側 の 垂 直 材 11の 垂 直 方 向 中 間 部 か ら 内 側 に 太 中 間 水 平 材 16を 水 平 に 溶 着 し て 設 け る 。
実 施 例 で は 、 太 中 間 水 平 材 16は 外 径 が ３ ５ mm、 肉 厚 が １ ． ５ mmの 丸 鋼 管 と し 、 左 側 の 垂 直
材 11の 中 心 か ら 太 中 間 水 平 材 16の 先 端 ま で の 長 さ を ９ ３ ０ mmと し た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 右 側 の 垂 直 材 11の 垂 直 方 向 中 間 部 か ら 内 側 に 細 中 間 水 平 材 17を 水 平 に 溶 着 し て 設 け る 。
細 中 間 水 平 材 17の 外 径 は 太 中 間 水 平 材 16の 内 径 よ り 小 さ く し 、 細 中 間 水 平 材 17は 太 中 間 水
平 材 16に ス ラ イ ド 自 在 に は ま り 込 む 。 実 施 例 で は 、 細 中 間 水 平 材 17は 外 径 が ３ ０ mm、 肉 厚
が １ ． ５ mmの 丸 鋼 管 と し 、 右 側 の 垂 直 材 11の 中 心 か ら 細 中 間 水 平 材 17の 先 端 ま で の 長 さ を
９ ３ ０ mmと し た 。 つ ま り 、 標 準 状 態 で は 細 中 間 水 平 材 17は 太 中 間 水 平 材 16に ３ ０ ０ mmは ま
り 込 む 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 左 側 の 太 上 水 平 材 13と 太 中 間 水 平 材 16は 平 行 と し 、 そ の 間 隔 を ６ ３ ０ mmと し た 。 ま た 、
右 側 の 細 上 水 平 材 14と 細 中 間 水 平 材 17は 平 行 と し 、 そ の 間 隔 は 同 じ く ６ ３ ０ mmと し た 。 細
上 水 平 材 14と 細 中 間 水 平 材 17は 太 上 水 平 材 13と 太 中 間 水 平 材 16に 、 標 準 状 態 よ り 更 に ４ ６
０ mmは ま り 込 む よ う に し た 。 そ の た め 、 標 準 状 態 で の 垂 直 材 11の 間 隔 １ ， ５ ６ ０ mmが １ ，
１ ０ ０ mmま で 縮 ま り 、 建 枠 ２ の の 間 隔 が １ ５ ２ ４ mmの も の に も 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 細 中 間 水 平 材 17の 先 端 に は 係 止 止 材 31を は め 込 み 、 係 止 止 材 31と 太 中 間 水 平 材 16と 左 側
の 垂 直 材 11を 通 し て ワ イ ヤ ー ロ ー プ 32を 設 け る 。 ワ イ ヤ ー ロ ー プ 32の 両 端 に は ワ イ ヤ ー ロ
ッ ク ス リ ー ブ 33を 設 け 、 ワ イ ヤ ー ロ ー プ 32が 係 止 止 材 31や 垂 直 材 11か ら 抜 け 落 ち な い よ う
に す る 。 ワ イ ヤ ー ロ ー プ 32の 長 さ は 、 細 中 間 水 平 材 17が 太 中 間 水 平 材 16か ら 抜 け 落 ち な い
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長 さ と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 太 上 水 平 材 13と 太 中 間 水 平 材 16を 垂 直 方 向 に つ な ぐ 垂 直 つ な ぎ 材 18を 設 け る 。 垂 直 つ な
ぎ 材 18は 、 標 準 状 態 の 左 右 一 対 の 垂 直 材 11の 中 間 に 位 置 し 、 太 上 水 平 材 13と 太 中 間 水 平 材
16に 溶 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 垂 直 つ な ぎ 材 18の 下 方 と な る 、 太 中 間 水 平 材 16の 細 中 間 水 平 材 17側 の 下 方 に ロ ッ ク ボ ル
ト 19を 設 け る 。 ロ ッ ク ボ ル ト 19は 下 方 か ら 回 し や す い よ う に 上 向 き の ネ ジ が 設 け ら れ 、 ロ
ッ ク ボ ル ト 19を 締 め 付 け る と そ の 先 端 が 細 中 間 水 平 材 17に 接 当 し 、 細 中 間 水 平 材 17と 太 中
間 水 平 材 16の ス ラ イ ド は 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ロ ッ ク ボ ル ト 19は 下 段 か ら 締 め 付 け る も の で あ る が 、 手 摺 枠 10が 取 り 付 け ら れ て い る 段
か ら ロ ッ ク ボ ル ト 19を 緩 め る こ と が で き る よ う 、 ロ ッ ク ボ ル ト 19は 布 板 ３ の 上 方 に 位 置 さ
せ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 垂 直 材 11の 下 端 か ら 一 対 の 下 側 の 押 さ え 金 物 24を 設 け る 。 押 さ え 金 物 24は 垂 直 材 11の 下
端 か ら 外 方 に 水 平 に 設 け た 板 で あ り 、 押 さ え 金 物 24に は 枠 組 足 場 １ 建 枠 ２ の 建 地 パ イ プ 2a
の 外 側 に は ま る Ｕ の 字 状 の 押 さ え 切 欠 き 26を 設 け 、 押 さ え 切 欠 き 26の 開 口 部 は 各 々 外 側 に
向 け 、 建 地 パ イ プ 2aと 垂 直 材 11の 下 部 は 一 直 線 状 に 並 ぶ 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 垂 直 材 11の 下 端 よ り 所 定 距 離 上 方 か ら 一 方 の 垂 直 材 11に フ ッ ク 金 物 21を も う 一 方 の 垂 直
材 11に 上 側 の 押 さ え 金 物 25を 設 け る 。 以 下 便 宜 上 、 フ ッ ク 金 物 21側 を 左 、 上 側 の 押 さ え 金
物 25を 右 と し て 説 明 す る 。 実 施 例 で は 、 フ ッ ク 金 物 21と 押 さ え 金 物 25は 押 さ え 金 物 24よ り
３ ７ ０ mm上 方 と し た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 フ ッ ク 金 物 21は 左 側 の 垂 直 材 11か ら 外 方 に 水 平 に 設 け た 板 で あ り 、 フ ッ ク 金 物 21に は 枠
組 足 場 １ 建 枠 ２ の 建 地 パ イ プ 2aの 外 側 に は ま る Ｃ の 字 状 の 長 孔 を 有 す る フ ッ ク 切 欠 き 22を
設 け 、 フ ッ ク 金 物 21に お け る フ ッ ク 切 欠 き 22の 開 口 部 23を 枠 組 足 場 １ の 外 方 に 向 け る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 側 の 押 さ え 金 物 25は 右 側 の 垂 直 材 11か ら 外 方 に 水 平 に 設 け た 板 で あ り 、 押 さ え 金 物 25
に は 枠 組 足 場 １ 建 枠 ２ の 建 地 パ イ プ 2aの 外 側 に は ま る Ｕ の 字 状 の 押 さ え 切 欠 き 26を 設 け 、
押 さ え 切 欠 き 26の 開 口 部 は 各 々 外 側 に 向 け る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 手 摺 枠 10を 枠 組 足 場 １ に 取 り 付 け る 際 に は 、 フ ッ ク 金 物 21と 上 側 の 押 さ え 金 物 25は 枠 組
足 場 １ の 建 枠 ２ 頂 部 の 横 桟 パ イ プ 2bよ り 上 方 の 建 地 パ イ プ 2aに 位 置 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 枠 組 足 場 １ の 組 立 、 お よ び 手 摺 枠 10の 取 り 付 け 、 盛 り 替 え 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 枠 組 足 場 １ の 組 立 に お い て 、 １ 段 目 は 必 要 と す る 幅 に 相 当 す る 数 の 建 枠 ２ を 順 次 立 設 し
、 ブ レ ー ス ４ で 建 枠 ２ を 連 結 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 ２ 段 目 用 の 手 摺 枠 10の 取 り 付 け 作 業 は 、 ロ ッ ク ボ ル ト 19を 緩 め て
手 摺 枠 10を 適 当 な 長 さ に 伸 ば し 、 フ ッ ク 金 物 21を 左 側 の 建 枠 ２ 頂 部 の 横 桟 パ イ プ 2bよ り 上
方 の 建 地 パ イ プ 2aに 掛 け る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 次 に 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 手 摺 枠 10を 伸 ば し て 上 側 の 押 さ え 金 物 25を 右 側 の 建 枠 ２ 頂
部 の 横 桟 パ イ プ 2bよ り 上 方 の 建 地 パ イ プ 2aに 掛 け る 。 こ の と き 、 片 手 で 右 側 の 垂 直 材 11を
持 ち 、 も う 一 方 の 手 で ロ ッ ク ボ ル ト 19を 持 ち 、 ロ ッ ク ボ ル ト 19で 左 側 の 垂 直 材 11を 建 地 パ
イ プ 2aに 押 し 付 け る こ と で 、 フ ッ ク 金 物 21の フ ッ ク 切 欠 き 22や 押 さ え 金 物 24， 25の 押 さ え
切 欠 き 26を 建 地 パ イ プ 2aに 押 し 付 け る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ５ １ 】
　 フ ッ ク 金 物 21と 押 さ え 金 物 24， 25が 建 枠 ２ に 装 着 し た の を 確 認 し て 、 ロ ッ ク ボ ル ト 19を
締 め 付 け る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 順 次 、 隣 接 す る 建 枠 ２ に 手 摺 枠 10を 取 り 付 け 、 隣 り 合 う 手 摺 枠 10で は 同 一 の 建 地 パ イ プ
2aに フ ッ ク 金 物 21と 押 さ え 金 物 24， 25が 取 り 付 け ら れ る が 、 フ ッ ク 金 物 21と 押 さ え 金 物 24
， 25は 上 下 方 向 に 交 互 に 重 な り 合 っ て 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 図 ４ か ら 図 ７ に 示 す よ う に 、 布 板 ３ を 建 枠 ２ の 頂 部 の 間 に 載 置 す る 。 ま た 、 階 段
５ も 適 宜 組 み 立 て る 。 そ の 後 、 図 ８ か ら 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 ２ 段 目 の 枠 組 足 場 １ も 同 様
に 組 み 立 て る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ２ 段 目 に 取 り 付 け た 手 摺 枠 10を ３ 段 目 用 に 盛 り 替 え る （ 付 け 替 え る ） に は 一 人 の 作 業 者
で 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ２ 段 目 の 布 板 ３ 上 の 作 業 者 が 、 ロ ッ ク ボ ル ト 19を 緩 め て 手 摺 枠 10を 縮 め て 取 り 外 し 、 そ
の ま ま ３ 段 目 用 の 位 置 ま で 持 ち 上 げ て 取 り 付 け る 。 こ の 取 り 付 け 作 業 は 、 ２ 段 目 用 の 手 摺
枠 10の 取 り 付 け と 同 じ 要 領 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 上 記 の よ う な 同 様 の 手 順 を 繰 り 返 し 、 上 方 に 枠 組 足 場 １ を 形 成 し て い く 。 ま た 、 枠 組 足
場 １ の 分 解 を 行 う に は 、 上 記 を 逆 の 手 順 で 繰 り 返 せ ば よ い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ ９ か ら 図 ２ １ に 示 す の は 枠 組 足 場 １ に 取 り 付 け た 実 施 例 ２ の 先 行 手 摺 と し て の 手 摺
枠 40で あ る 。 実 施 例 １ と 同 じ 部 分 は 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 手 摺 枠 40に は 、 左 右 一 対 の 垂 直 材 41と 、 垂 直 材 41の 上 端 を つ な ぐ 上 水 平 材 42と 、 垂 直 材
41の 中 間 部 を つ な ぐ 中 間 水 平 材 45と を 設 け る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 垂 直 材 41は 、 そ の 側 面 視 が 垂 直 線 状 の 丸 鋼 管 で あ る 。 実 施 例 で は 、 垂 直 材 41の 長 さ を 約
１ ４ ０ cm、 広 い 間 隔 の 建 枠 ２ の 一 対 の 建 地 パ イ プ 2aの 妻 側 に 取 り 付 け た 、 標 準 状 態 の 左 右
一 対 の 垂 直 材 41の 間 隔 を １ ， ２ １ ９ mmと し た 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 上 水 平 材 42は そ の 中 間 部 で 二 分 割 さ れ 、 二 分 割 さ れ た 上 水 平 材 42の 一 方 を 太 上 水 平 材 43
と し 、 も う 一 方 を 細 上 水 平 材 44と す る 。 以 下 便 宜 上 、 太 上 水 平 材 43側 を 左 、 細 上 水 平 材 44
側 を 右 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 左 側 の 垂 直 材 41と 太 上 水 平 材 43は 、 丸 管 を ９ ０ 度 内 側 に 曲 げ て 一 体 に 構 成 さ れ る 。 実 施
例 で は 、 垂 直 材 41と 太 上 水 平 材 43は 、 外 径 が ３ ５ mm、 肉 厚 が １ ． ５ mmの 丸 鋼 管 と し 、 左 側
の 垂 直 材 41の 中 心 か ら 太 上 水 平 材 43の 先 端 ま で の 長 さ を ６ ８ ０ mmと し た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 右 側 の 垂 直 材 41の 上 部 を ９ ０ 度 内 側 に 曲 げ 、 そ の 先 に 細 上 水 平 材 44を 溶 着 す る 。 細 上 水
平 材 44の 外 径 は 太 上 水 平 材 43の 内 径 よ り 小 さ く し 、 細 上 水 平 材 44は 太 上 水 平 材 43に ス ラ イ
ド 自 在 に は ま り 込 む 。 実 施 例 で は 、 細 上 水 平 材 44は 外 径 が ３ ０ mm、 肉 厚 が １ ． ５ mmの 丸 鋼
管 と し 、 右 側 の 垂 直 材 41の 中 心 か ら 細 上 水 平 材 44の 先 端 ま で の 長 さ を ６ ６ ０ mmと し た 。 つ
ま り 、 標 準 状 態 で は 細 上 水 平 材 44は 太 上 水 平 材 43に 約 １ ２ ０ mmは ま り 込 む 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 中 間 水 平 材 45は そ の 中 間 部 で 二 分 割 さ れ 、 二 分 割 さ れ た 中 間 水 平 材 45の 一 方 を 太 中 間 水
平 材 46と し 、 も う 一 方 を 細 中 間 水 平 材 47と す る 。 同 じ く 、 太 中 間 水 平 材 46側 を 左 、 細 中 間
水 平 材 47側 を 右 と し て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ６ ４ 】
　 左 側 の 垂 直 材 41の 垂 直 方 向 中 間 部 か ら 内 側 に 太 中 間 水 平 材 46を 水 平 に 溶 着 し て 設 け る 。
実 施 例 で は 、 太 中 間 水 平 材 46は 外 径 が ３ ５ mm、 肉 厚 が １ ． ５ mmの 丸 鋼 管 と し 、 左 側 の 垂 直
材 41の 中 心 か ら 太 中 間 水 平 材 46の 先 端 ま で の 長 さ を ６ ８ ０ mmと し た 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 右 側 の 垂 直 材 41の 垂 直 方 向 中 間 部 か ら 内 側 に 細 中 間 水 平 材 47を 水 平 に 溶 着 し て 設 け る 。
細 中 間 水 平 材 47の 外 径 は 太 中 間 水 平 材 46の 内 径 よ り 小 さ く し 、 細 中 間 水 平 材 47は 太 中 間 水
平 材 46に ス ラ イ ド 自 在 に は ま り 込 む 。 実 施 例 で は 、 細 中 間 水 平 材 47は 外 径 が ３ ０ mm、 肉 厚
が １ ． ５ mmの 丸 鋼 管 と し 、 右 側 の 垂 直 材 41の 中 心 か ら 細 中 間 水 平 材 47の 先 端 ま で の 長 さ を
６ ６ ０ mmと し た 。 つ ま り 、 標 準 状 態 で は 細 中 間 水 平 材 47は 太 中 間 水 平 材 46に 約 １ ２ ０ mmは
ま り 込 む 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 左 側 の 太 上 水 平 材 43と 太 中 間 水 平 材 46は 平 行 と し 、 そ の 間 隔 を ６ ３ ０ mmと し た 。 ま た 、
右 側 の 細 上 水 平 材 44と 細 中 間 水 平 材 47は 平 行 と し 、 そ の 間 隔 は 同 じ く ６ ３ ０ mmと し た 。 細
上 水 平 材 44と 細 中 間 水 平 材 47は 太 上 水 平 材 43と 太 中 間 水 平 材 46に 、 標 準 状 態 よ り 更 に 約 ３
４ ０ mmは ま り 込 む よ う に し た 。 そ の た め 、 標 準 状 態 で の 垂 直 材 41の 間 隔 １ ， ２ １ ９ mmが 約
８ ８ ０ mmま で 縮 ま り 、 一 対 の 建 地 パ イ プ 2aの 間 隔 が ９ １ ４ mmの も の に も 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 太 上 水 平 材 43と 太 中 間 水 平 材 46を 垂 直 方 向 に つ な ぐ 垂 直 つ な ぎ 材 48を 設 け る 。 垂 直 つ な
ぎ 材 48は 、 標 準 状 態 の 左 右 一 対 の 垂 直 材 41の 中 間 に 位 置 し 、 太 上 水 平 材 43と 太 中 間 水 平 材
46に 溶 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 垂 直 つ な ぎ 材 48の 下 方 と な る 、 太 中 間 水 平 材 46の 細 中 間 水 平 材 47側 の 下 方 に ロ ッ ク ボ ル
ト 49を 設 け る 。 ロ ッ ク ボ ル ト 49は 下 方 か ら 回 し や す い よ う に 上 向 き の ネ ジ が 設 け ら れ 、 ロ
ッ ク ボ ル ト 49を 締 め 付 け る と そ の 先 端 が 細 中 間 水 平 材 47に 接 当 し 、 細 中 間 水 平 材 47と 太 中
間 水 平 材 46の ス ラ イ ド は 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ロ ッ ク ボ ル ト 49は 下 段 か ら 締 め 付 け る も の で あ る が 、 手 摺 枠 40が 取 り 付 け ら れ て い る 段
か ら ロ ッ ク ボ ル ト 49を 緩 め る こ と が で き る よ う 、 ロ ッ ク ボ ル ト 49は 布 板 ３ の 上 方 に 位 置 さ
せ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 垂 直 材 41の 下 端 か ら 一 対 の 下 側 の 押 さ え 金 物 51を 設 け る 。 押 さ え 金 物 51は 垂 直 材 51の 下
端 か ら 枠 組 足 場 １ の 方 に 水 平 に 設 け た 板 で あ り 、 押 さ え 金 物 51に は 枠 組 足 場 １ 建 枠 ２ の 建
地 パ イ プ 2aの 外 側 に は ま る Ｕ の 字 状 の 押 さ え 切 欠 き 53を 設 け 、 押 さ え 切 欠 き 53の 開 口 部 は
各 々 外 側 に 向 け 、 押 さ え 切 欠 き 53を 垂 直 材 41よ り 内 方 に 位 置 さ せ 、 垂 直 材 41が 建 地 パ イ プ
2aの 外 方 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 垂 直 材 41の 下 端 よ り 所 定 距 離 上 方 か ら 一 対 の 上 側 の 押 さ え 金 物 52を 設 け る 。 実 施 例 で は
、 押 さ え 金 物 52は 押 さ え 金 物 51よ り ３ ７ ０ mm上 方 と し た 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 上 側 の 押 さ え 金 物 52は の 垂 直 材 11か ら 枠 組 足 場 １ の 方 に 水 平 に 設 け た 板 で あ り 、 押 さ え
金 物 51に は 枠 組 足 場 １ 建 枠 ２ の 建 地 パ イ プ 2aの 外 側 に は ま る Ｕ の 字 状 の 押 さ え 切 欠 き 26を
設 け 、 押 さ え 切 欠 き 26の 開 口 部 は 各 々 外 側 に 向 け 、 押 さ え 切 欠 き 53を 垂 直 材 41よ り 内 方 に
位 置 さ せ 、 垂 直 材 41が 建 地 パ イ プ 2aの 外 方 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 手 摺 枠 40を 枠 組 足 場 １ に 取 り 付 け る 際 に は 、 上 側 の 押 さ え 金 物 52は 枠 組 足 場 １ の 建 枠 ２
頂 部 の 横 桟 パ イ プ 2bよ り 上 方 の 建 地 パ イ プ 2aに 位 置 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 次 に 、 手 摺 枠 40の 取 り 付 け 、 盛 り 替 え 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
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　 ２ 段 目 用 の 手 摺 枠 40の 取 り 付 け 作 業 は 、 ロ ッ ク ボ ル ト 49を 緩 め て 手 摺 枠 40を 適 当 な 長 さ
に 伸 ば し 、 上 側 の 押 さ え 金 物 52を 左 側 の 建 枠 ２ 頂 部 の 横 桟 パ イ プ 2bよ り 上 方 の 建 地 パ イ プ
2aに 掛 け る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 手 摺 枠 40を 伸 ば し て 上 側 の 押 さ え 金 物 52を 右 側 の 建 枠 ２ 頂 部 の 横 桟 パ イ プ 2bよ り 上 方 の
建 地 パ イ プ 2aに 掛 け る 。 こ の と き 、 片 手 で 右 側 の 垂 直 材 41を 持 ち 、 も う 一 方 の 手 で ロ ッ ク
ボ ル ト 49を 持 ち 、 ロ ッ ク ボ ル ト 49で 左 側 の 垂 直 材 41を 建 地 パ イ プ 2aに 押 し 付 け る こ と で 、
押 さ え 金 物 51， 52の 押 さ え 切 欠 き 53を 建 地 パ イ プ 2aに 押 し 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 押 さ え 金 物 51， 52が 建 枠 ２ に 装 着 し た の を 確 認 し て 、 ロ ッ ク ボ ル ト 49を 締 め 付 け る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ２ 段 目 に 取 り 付 け た 手 摺 枠 40を ３ 段 目 用 に 盛 り 替 え る （ 付 け 替 え る ） に は 一 人 の 作 業 者
で 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ２ 段 目 の 布 板 ３ 上 の 作 業 者 が 、 ロ ッ ク ボ ル ト 49を 緩 め て 手 摺 枠 40を 縮 め て 取 り 外 し 、 そ
の ま ま ３ 段 目 用 の 位 置 ま で 持 ち 上 げ て 取 り 付 け る 。 こ の 取 り 付 け 作 業 は 、 ２ 段 目 用 の 手 摺
枠 40の 取 り 付 け と 同 じ 要 領 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 上 記 の よ う な 同 様 の 手 順 を 繰 り 返 し 、 上 方 に 枠 組 足 場 １ を 形 成 し て い く 。 ま た 、 枠 組 足
場 １ の 分 解 を 行 う に は 、 上 記 を 逆 の 手 順 で 繰 り 返 せ ば よ い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 ２ ２ か ら 図 ２ ３ に は 、 桁 側 に 手 摺 枠 10を 、 妻 側 に 手 摺 枠 40を 取 り 付 け る 例 を 示 し て お
り 、 全 周 に 取 り 付 け る こ と に よ り 、 親 綱 や 安 全 帯 を 使 用 す る こ と な く 作 業 が で き る の で 、
作 業 効 率 と 安 全 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 以 上 の 実 施 例 で は 、 太 上 水 平 材 13， 43と 太 中 間 水 平 材 16， 46を 左 側 に 、 細 上 水 平 材 14，
44と 細 中 間 水 平 材 17， 47を 右 側 に 配 置 し た 例 を 示 し た が 、 左 右 が 逆 に な る の は も ち ろ ん 、
交 互 に 入 れ 替 わ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ま た 、 ロ ッ ク ボ ル ト 19， 49と し て 上 向 き の ネ ジ に よ る も の を 示 し た が 、 ロ ッ ク ボ ル ト 19
， 49は 太 中 間 水 平 材 16， 46の 下 方 に 設 け ら れ れ ば 良 く 、 水 平 方 向 の ネ ジ と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 手 摺 枠 10， 40を 盛 り 替 え て 最 上 段 に の み 取 り 付 け る 例 を 示 し た が 、 全 て の 段 に 取
り 付 け る よ う に し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
【 図 １ 】 枠 組 足 場 の ス ラ イ ド 式 先 行 手 摺 の 第 一 実 施 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 そ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 そ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 布 板 を 載 置 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 そ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 そ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 そ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ４ の ２ 段 目 の 枠 組 足 場 を 組 み 立 て た 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 そ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 そ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 そ の 要 部 を 示 す 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ １ の 要 部 を 示 す 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ １ の 要 部 を 示 す 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ ５ 】 図 １ ２ の 要 部 を 示 す 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ２ の 要 部 を 示 す 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 第 一 実 施 例 の 先 行 手 摺 を 取 り 付 け る 作 業 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ７ の 続 き の 作 業 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 枠 組 足 場 の ス ラ イ ド 式 先 行 手 摺 の 第 二 実 施 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 そ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 そ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 第 一 実 施 例 及 び 第 二 実 施 例 の 先 行 手 摺 を 取 り 付 け る 作 業 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 図 ２ ２ の 続 き の 作 業 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 １ 　 枠 組 足 場
　 ２ 　 建 枠
　 2a　 建 地 パ イ プ
　 2b　 横 桟 パ イ プ
　 ３ 　 布 板
　 10　 手 摺 枠
　 11　 垂 直 材
　 12　 上 水 平 材
　 13　 太 上 水 平 材
　 14　 細 上 水 平 材
　 15　 中 間 水 平 材
　 16　 太 中 間 水 平 材
　 17　 細 中 間 水 平 材
　 19　 ロ ッ ク ボ ル ト
　 21　 フ ッ ク 金 物
　 22　 フ ッ ク 切 欠 き
　 23　 開 口 部
　 24　 押 さ え 金 物
　 25　 押 さ え 金 物
　 26　 押 さ え 切 欠 き
　 40　 手 摺 枠
　 41　 垂 直 材
　 42　 上 水 平 材
　 43　 太 上 水 平 材
　 44　 細 上 水 平 材
　 45　 中 間 水 平 材
　 46　 太 中 間 水 平 材
　 47　 細 中 間 水 平 材
　 49　 ロ ッ ク ボ ル ト
　 51　 押 さ え 金 物
　 52　 押 さ え 金 物
　 53　 押 さ え 切 欠 き
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

(15) JP 2005-299300 A 2005.10.27



【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】
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